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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、新しい化学分析法の構築によるインフォマティクスとの

融合技術の実現を目指し、少ない情報量で全体像を推定するシステムの

開発を実施することを目的とする。原子力機構研究者とのタイアップ方

式による研究を実施することで、博士前期課程～ポスドクまでの研究者

の地域実践型の深化する横断的な人材育成を行うとともに、国際感覚豊

かな人材の育成を目指すことを目的として、以下の項目を行う。 

１）分析法の開発 

２）インフォマティックスに関する研究 

３）人材育成 

２．総合評価 Ｓ 
・現場ニーズを踏まえた分析技術等の開発がなされ、分析手法やマッ

ピング技術はおおむね実用化レベルに達しつつあると見込まれる。 

・分析結果からインフォマティクスを用いて成分の由来を推定する方

法は、福島第一原子力発電所の廃止措置に有用であると評価ができ

る。一方で、先駆的な取り組みであるため、実用化にはまだ距離が

あるため、著しく発展しているAI技術やデータサイエンス技術等を

活用し、更なる研究開発に期待したい。 

・人材育成においては、連携ラボが有機的に機能をし、育成した学生

数、口頭発表や論文発表数も多く、高く評価ができる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


